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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
3
月
19
日

（
金
）
に
令
和
3
年
度
特
別
区
職
員
採

用
試
験
・
選
考
で
実
施
す
る
試
験
・

選
考
区
分
及
び
採
用
予
定
数
を
発
表

し
ま
し
た
。

Ⅰ
類
採
用
試
験
で
は
、【
一
般
方
式
】

を
11
の
試
験
区
分
で
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
数
は
全
試
験
区
分
で
合
計

1
2
9
7
名
程
度
と
な
り
、
昨
年
度

よ
り
21
名
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

【
土
木
・
建
築
新
方
式
】
は
土
木
造
園

（
土
木
）
及
び
建
築
の
2
つ
の
試
験
区

分
で
実
施
し
、
採
用
予
定
数
は
15
名

程
度
で
す
。

Ⅲ
類
採
用
試
験
は
、
事
務
の
試
験
区

分
で
実
施
し
、
採
用
予
定
数
は

1
2
0
名
程
度
で
、
昨
年
度
よ
り
18

名
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
障
害

者
を
対
象
と
す
る
採
用
選
考
の
採
用

予
定
数
は
70
名
程
度
で
、
昨
年
度
よ

り
20
名
減
少
し
て
い
ま
す
。

経
験
者
採
用
試
験
・
選
考
で
実
施
す

る
試
験
・
選
考
区
分
は
、
1
級
職
で

は
事
務
・
土
木
造
園
（
土
木
）・
建

築
・
機
械
・
電
気
・
福
祉
・
児
童
福

祉
・
児
童
指
導
・
児
童
心
理
、
2
級

職
（
主
任
）
で
は
事
務
・
土
木
造
園

（
土
木
）・
建
築
・
福
祉
・
児
童
福
祉
・

児
童
指
導
・
児
童
心
理
、
3
級
職

（
係
長
級
）
で
は
児
童
福
祉
・
児
童
指

導
・
児
童
心
理
で
す
。
経
験
者
採
用

試
験
・
選
考
の
採
用
予
定
数
の
合
計

は
2
8
6
名
程
度
と
な
り
、
昨
年
度

よ
り
22
名
減
少
し
て
い
ま
す
。

就
職
氷
河
期
世
代
を
対
象
と
す
る
採

用
試
験
は
、
事
務
の
区
分
で
実
施
し
、

採
用
予
定
数
は
35
名
程
度
で
す
。

全
体
の
採
用
予
定
数
は
1
8
2
3
名

程
度
で
昨
年
度
に
比
べ
40
名
減
少
し

て
い
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

令和３年度特別区職員採用試験・選考　採用予定数一覧表
上段：令和３年度　中段：令和２年度　下段：増減　（単位：名程度）

採用区分
試験・
選考区分

Ⅰ類
Ⅲ類 障害者

経験者 就職
氷河期
世代

合　計一般
方式

土木・建築 
新方式 １級職 ２級職

（主任）
３級職

（係長級）

事　　務
874 120 70 103 40 35 1,242
906 138 90 113 45 37 1,329

▲ 32 ▲ 18 ▲ 20 ▲ 10 ▲ 5 ▲ 2 ▲ 87

土木造園 
（土　木）

53 9 - 8 4 74
48 8 - 13 6 75

5 1 - ▲ 5 ▲ 2 ▲ 1

土木造園 
（造　園）

8 - - - 8
6 - - - 6
2 - - - 2

建　　築
53 6 - 10 4 73
50 6 - 15 9 80

3 0 - ▲ 5 ▲ 5 ▲ 7

機　　械
13 - 6 - 19
16 - 7 - 23

▲ 3 - ▲ 1 - ▲ 4

電　　気
13 - 7 - 20
21 - 7 - 28

▲ 8 - 0 - ▲ 8

福　　祉
114 13 14 141

87 22 17 126
27 ▲ 9 ▲ 3 15

児童福祉
11 15 5 31

9 11 6 26
2 4 ▲ 1 5

児童指導
11 9 4 24

8 5 2 15
3 4 2 9

心　　理
24 24
26 26

▲ 2 ▲ 2

児童心理
10 7 5 22

6 5 2 13
4 2 3 9

衛生監視 
（衛　生）

29 29
33 33

▲ 4 ▲ 4

衛生監視 
（化　学）

5 5
5 5
0 0

保 健 師
111 111

78 78
33 33

合　　計
1,297 15 120 70 179 93 14 35 1,823 
1,276  14 138 90 200 98 10 37 1,863 

21 1 ▲ 18 ▲ 20 ▲ 21 ▲ 5 4 ▲ 2 ▲ 40

（注） Ⅲ類、障害者、経験者、就職氷河期世代については、令和3年3月1日現在の採用予定数
のため、告示日（令和3年6月24日）に直近の採用予定数を発表します。

令
和
３
年
度
採
用
試
験
・
選
考
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　

�

〜 

令
和
３
年
度
職
員
採
用
予
定
数
を
発
表
！ 

〜
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特
別
区
人
事
委
員
会
は
、
4
月
5
日

（
月
）、
令
和
3
年
度
管
理
職
選
考
実

施
要
綱
の
発
表
に
伴
い
、
管
理
職
選

考
案
内
を
発
行
し
ま
し
た
。

特
別
区
人
事
委
員
会
で
は
毎
年
、
昇

任
選
考
を
通
じ
た
計
画
的
な
人
材
育

成
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
「
管
理
職

選
考
案
内
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

「
管
理
職
選
考
案
内
」
で
は
実
施
要

綱
、
受
験
申
込
書
に
加
え
、
現
役
管

理
職
の
声
や
試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
、
受
験
者
の
方
に
役
立
つ
内
容

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

管
理
職
選
考
に
向
け
て
勉
強
を
進
め

て
い
る
方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
受
験
資
格
を
得
る
方
に
も
幅

広
く
ご
覧
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
と
も
に
楽
し
も

う
！
管
理
職
」
と
し
、
主
に
、「（
管

理
職
に
な
る
）
自
信
が
な
い
」「（
管

理
職
は
）
忙
し
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、

仕
事
と
趣
味
や
家
族
と
の
時
間
を
両

立
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
だ
」
等
の

理
由
か
ら
、
管
理
職
選
考
の
受
験
を

躊
躇
し
て
し
ま
う
方
に
向
け
て
、
受

験
意
欲
向
上
の
一
助
と
な
る
よ
う
な

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

試
験
勉
強
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
試

験
の
概
要
説
明
や
目
的
、
解
答
の
手

が
か
り
、
過
去
の
筆
記
考
査
の
出
題

テ
ー
マ
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、

試
験
勉
強
に
役
立
つ
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
記
述
式
問
題
の
解

答
例
や
論
文
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
は
、
受
験
す
る

方
に
は
ぜ
ひ
参
考

に
し
て
い
た
だ
き

た
い
部
分
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用

い
た
だ
き
、
特
別

区
の
管
理
職
を
目

指
す
き
っ
か
け
と

し
て
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。
ま

た
、
指
導
に
当
た

る
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
職
員

の
受
験
勧
奨
及
び

指
導
・
育
成
等
に

ご
活
用
く
だ
さ

い
。皆

さ
ん
の
受
験

申
込
み
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

※�

本
冊
子
を
ご
覧
に
な
り
た
い
方
は
、

各
区
・
一
部
事
務
組
合
人
事
担
当

課
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�

（
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務
局
）

4
月
1
日
、港
区
が
児
童
相
談
所
を
開

設
し
ま
し
た
。

特
別
区
の
児
童
相
談
所
設
置
は
、
世
田

谷
区
・
江
戸
川
区
（
令
和
2
年
4
月
1
日

開
設
）、
荒
川
区
（
令
和
2
年
7
月
1
日

開
設
）
に
続
く
、4
区
目
と
な
り
ま
す
。

�

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

港
区
が
児
童
相
談
所
を

開
設

（％）（人）

（年）

＜設置場所＞
港区南青山五丁目7番11号
＜建物概要＞
延床面積：5,337.90㎡
地上4階
＜施設概要＞
児童相談所、子ども家庭
支援センター、母子生活
支援施設（南青山五丁目7
番12号）の複合施設で、
港区子ども家庭総合支援
センターとして整備

令
和
3
年
度
管
理
職
選
考
案
内
を
発
行
し
ま
し
た
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令
和
3
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
教
員
採
用
候
補
者
選
考

実
施
日
程
発
表

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
木
）
に
令
和
3
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
教
員

採
用
候
補
者
選
考
の
申
込
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
選
考
は
、
第
1
次
選
考
の
筆
記
試
験
を
、

6
月
20
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

実
施
日
程
及
び
選
考
内
容
等
を
掲
載
し
た
「
選
考
案

内
」
は
、
東
京
区
政
会
館
及
び
各
区
役
所
で
配
布
し
て

お
り
、
ま
た
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
は
、
4

月
1
日
（
木
）
に
令
和
3
年
度
特
別
区
立
幼
稚
園
臨
時

的
任
用
教
員
採
用
候
補
者
選
考
の
選
考
案
内
を
発
表
し

ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
毎
月
、
定
期
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
選
考
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
案
内
は
東
京
区
政
会
館
の
ほ
か
、
各
区
教
育
委

員
会
で
配
布
し
て
お
り
、
組
合
教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
事
務
局
）

令
和
3
年
度
特
別
区
立

幼
稚
園
臨
時
的
任
用
教
員
採
用

候
補
者
選
考
実
施

令
和
3
年
第
1
回
特
別
区
人
事
・

厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果

3
月
16
日
（
火
）
に
第
1
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

予
算
案
件　

2
件

・�

令
和
3
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
一
般
会

計
予
算�

（
可
決
）

・�

令
和
3
年
度
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
経
費
分

担
金
に
つ
い
て�

（
可
決
）

条
例
案
件　

1
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
常
勤
副
管
理
者
の
給

料
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例�（
可
決
）

人
事
案
件　

4
件

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て�

（
選
任
を
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
教
育
長

の
選
任
に
つ
い
て�

（
選
任
を
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
教
育
委
員
会
委
員
の

選
任
に
つ
い
て�

（
選
任
を
同
意
）

・�

特
別
区
人
事
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

�

（
選
任
を
同
意
）

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

●本臨時会で選任された監査委員
氏　名 就任年月日 備　　　考

川崎　　亨 令和 3 年 3 月 16 日 （再任）

●本臨時会で選任された教育委員会教育長
氏　名 就任年月日 備　　　考

清正　浩靖 令和 3 年 4 月 1 日 北区教育委員会教育長（新任）

●本臨時会で選任された教育委員会委員
氏　名 就任年月日 備　　　考

浦田　幹男 令和 3 年 4 月 1 日 港区教育委員会教育長（新任）

●本臨時会で選任された人事委員会委員
氏　名 就任年月日 備　　　考

鈴木　　勝 令和 3 年 4 月 1 日 前目黒区副区長（新任）

令和3年度特別区立幼稚園教員採用候補者選考実施日程

告示日 4月1日（木）

申
込
期
間

郵送受付 ４月１日（木）〜５月７日（金）消印有効

インターネット
受　付

〔今年度開始〕

４月１日（木）午前10時

　〜５月７日（金）午後５時　受信有効

第１次選考 ６月20日（日）

第１次合格発表 ７月28日（水）

第２次選考 ８月14日（土）・15日（日）

最終合格発表 ９月10日（金）

※今年度から、持参受付は廃止
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令
和
3
年
度
の
特
別
区
人
事
・
厚
生

事
務
組
合
予
算
は
、
3
月
16
日
に
開
催

さ
れ
た
令
和
3
年
第
1
回
特
別
区
人

事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
で
議

決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
は
、
①
事
業
費
の
み
で

な
く
人
件
費
を
含
め
た
全
て
の
コ
ス
ト

を
念
頭
に
、
区
の
負
託
に
応
え
る
と
と

も
に
、
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が
で

き
る
内
容
と
す
る
こ
と
、
②
各
分
担
金

と
同
収
入
を
財
源
と
す
る
各
事
業
経
費

と
の
均
衡
を
図
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

て
編
成
し
ま
し
た
。

予
算
額
は
、
82
億
6
3
5
0
万
8
千

円
、
対
前
年
度
比
2
億
3
5
3
万
1
千

円
、
2
・
4
％
の
減
と
な
り
ま
し
た

（
表
1
）。
主
な
理
由
は
、
退
職
手
当
支

給
見
込
額
及
び
厚
生
関
係
施
設
再
編
整

備
計
画
に
係
る
事
業
費
の
減
に
よ
る
も

の
で
す
。

【
歳 

入
】

主
要
な
財
源
で
あ
る
特
別
区
分
担
金

は
、
総
額
44
億
4
4
3
1
万
8
千
円
、

対
前
年
度
比
7
7
8
万
8
千
円
、
0
・

2
％
の
増
で
す
。

特
別
区
分
担
金
の
う
ち
、
各
区
均
等

の
分
担
金
は
令
和
2
年
度
と
同
額
を
、

そ
の
他
の
特
別
区
分
担
金
に
つ
い
て

は
、
研
修
参
加
者
数
等
に
連
動
し
た
額

を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。（
表

2
）。都

支
出
金
に
つ
い
て
は
、
路
上
生
活

者
数
に
連
動
し
た
国
庫
支
出
金
（
都
を

経
由
し
て
交
付
）
の
減
及
び
施
設
利
用

者
支
援
事
業
が
地
域
福
祉
推
進
区
市
町

村
包
括
補
助
金
の
交
付
対
象
か
ら
外
れ

る
こ
と
に
伴
う
皆
減
に
よ
り
、
減
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
退
職
手
当
支
給
見

込
額
の
減
に
伴
い
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
繰
入
金
を
減
額
し
ま
し
た
。

諸
収
入
に
つ
い
て
は
、
厚
生
関
係
施

設
の
利
用
者
数
に
連
動
す
る
受
託
事
務

収
入
及
び
厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備
事

業
に
係
る
補
償
金
収
入
が
減
と
な
り
ま

し
た
。

そ
の
他
、
厚
生
関
係
施
設
再
編
整
備

計
画
に
係
る
宿
泊
所
高
浜
荘
移
転
改
築

工
事
経
費
に
充
て
る
た
め
、
組
合
債

4
6
9
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
歳 

出
】

事
業
別
歳
出
の
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

○
総
務
管
理

20
億
3
0
2
8
万
6
千
円
（
対
前
年

度
比　

1
億
2
6
8
3
万
円
、
5
・

9
％
の
減
）

一
般
管
理
事
務
に
要
す
る
経
費
、
人

事
事
務
従
事
職
員
の
人
件
費
及
び
退
職

手
当
を
計
上
し
ま
し
た
。
退
職
手
当
支

給
見
込
額
の
減
等
に
よ
り
、
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

○
職
員
研
修

3
億
8
3
2
4
万
3
千
円
（
対
前
年

度
比　

6
3
1
万
6
千
円
、
1
・
7
％

の
増
）

共
同
研
修
の
実
施
及
び
調
査
研
究
に

要
す
る
経
費
並
び
に
研
修
事
務
従
事
職

員
の
人
件
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
研
修

回
数
の
増
加
及
び
児
童
相
談
所
関
連

研
修
の
充
実
に
よ
り
、
増
額
と
な
り

ま
し
た
。

○
人
事
委
員
会
運
営

2
億
7
5
7
5
万
2
千
円
（
対
前
年

度
比　

2
0
3
9
万
1
千
円
、
8
・

0
％
の
増
）

特
別
区
職
員
採
用
試
験
・
選
考
及
び

給
与
調
査
等
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し

ま
し
た
。
就
職
氷
河
期
世
代
の
採
用
へ

の
対
応
や
採
用
試
験
申
込
者
見
込
数
増

に
よ
り
、
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

○
厚
生
関
係
施
設
運
営

29
億
9
7
2
7
万
5
千
円
（
対
前
年

度
比　

7
3
6
3
万
9
千
円
、
2
・

4
％
の
減
）

特別区人事・厚生事務組合
令和3年度予算概要

表1	 令和３年度　特別区人事・厚生事務組合　歳入歳出予算

表2	 令和３年度　特別区分担金

（単位：千円）

3年度予算額 2年度予算額 比較増減額 増減率

一般会計 8,263,508 8,467,039 △ 203,531 △ 2.4％

（単位：千円）

種　　別 予算額 1区あたり 比較増減額 増減率

均
　
等

人 事 事 務 分 担 金 1,818,564 79,068 0 0.0％

厚 生 事 務 分 担 金 2,150,040 93,480 0 0.0％

教 育 事 務 分 担 金 45,816 1,992 0 0.0％

特 別 区 職 員 公 務 災 害 見 舞 金 分 担 金 23,000 1,000 0 0.0％

共 同 研 修 事 務 分 担 金（ 均 等 割 ） 99,843 4,341 0 0.0％

そ
の
他

非 常 勤 職 員 公 務 災 害 補 償 分 担 金 81,154 平均 3,528 11,686 16.8％

共 同 研 修 事 務 分 担 金（ 参 加 者 割 ） 225,901 平均 9,822 △ 3,898 △1.7％

合　　計 4,444,318 平均 193,231 7,788 0.2％
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厚
生
関
係
施
設
の
運
営
及
び
整
備
に

要
す
る
経
費
並
び
に
厚
生
事
務
従
事
職

員
の
人
件
費
を
計
上
し
ま
し
た
。
厚
生

関
係
施
設
再
編
整
備
計
画
に
係
る
宿
泊

所
高
浜
荘
移
転
改
築
工
事
経
費
の
減
及

び
事
務
管
理
費
の
精
査
等
に
よ
り
、
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

○
路
上
生
活
者
対
策

18
億
7
1
1
4
万
円
（
対
前
年
度
比　

2
8
1
2
万
1
千
円
、
1
・
5
％
の

減
）都

区
共
同
事
業
で
あ
る
自
立
支
援
事

業
、
巡
回
相
談
事
業
、
地
域
生
活
継
続

支
援
事
業
及
び
支
援
付
地
域
生
活
移
行

事
業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
ま
し

た
。
令
和
3
年
度
は
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
の
新
規
開
設
が
な
い
た
め
、
当
該

移
転
経
費
の
皆
減
に
よ
り
、
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

○
教
育
事
務

5
7
9
3
万
2
千
円
（
対
前
年
度
比　

1
1
6
万
4
千
円
、
2
・
0
％
の
減
）

特
別
区
立
幼
稚
園
教
員
の
採
用
選

考
、
昇
任
選
考
、
研
修
事
務
に
要
す
る

経
費
及
び
教
育
事
務
従
事
職
員
の
人
件

費
を
計
上
し
ま
し
た
。
採
用
選
考
に
お

け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
環
境
の
構

築
が
完
了
し
た
こ
と
に
伴
い
、
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

○
組
合
債
元
利
償
還

3
億
4
7
6
3
万
2
千
円
（
対
前
年

度
比　

1
3
1
1
万
5
千
円
、
3
・

6
％
の
減
）

組
合
債
の
元
金
及
び
利
子
の
償
還
金

を
計
上
し
ま
し
た
。
厚
生
関
係
施
設
再

編
整
備
計
画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
い
る

改
築
・
改
修
等
工
事
は
、
そ
の
費
用
の

大
部
分
を
起
債
に
よ
り
賄
っ
て
い
ま
す

が
、
平
成
12
年
度
借
入
分
の
償
還
が
終

了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

（
特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
総
務
部
）

特別区分担金及び歳出額の推移（当初予算比較）	 （単位：千円）

特別区分担金 歳　　出

予算額 対前年度比 予算額 対前年度比

平成29年度 3,817,262 3.7% 8,357,031 5.3%

平成30年度 3,884,996 1.8% 8,166,524 △ 2.3%

令和元年度 4,322,393 11.3% 8,325,825 2.0%

令和2年度 4,436,530 2.6% 8,467,039 1.7%

令和3年度 4,444,318 0.2% 8,263,508 △ 2.4%

	 一　般　会　計　歳　入　歳　出　予　算	 （単位：千円）

総務管理
2,030,286

24.6%

職員研修
383,243

4.6%

公務災害補償等
170,286

2.1%

人事委員会運営
275,752

3.3%

厚生関係施設運営
2,997,275

36.3%

路上生活者対策
1,871,140

22.6%

教育事務
57,932
0.7%

組合債元利償還
347,632

4.2%

その他
129,962

1.6%

歳出
総額8,263,508

特別区分担金
4,444,318

53.8%

その他分担金
209,663

2.5%

都支出金
1,302,571

15.8%

受託事務収入
1,372,659

16.6%

繰入金
337,352

4.1%

繰越金
207,490

2.5%

補償金
114,024

1.4%

その他
275,431

3.3%

歳入
総額8,263,508

※構成は四捨五入の関係上、合計が100％にならない場合があります。
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令
和
３
年
3
月
区
長
会
・
議
長
会
の
主
な
案
件
等

■ 

路
上
生
活
者
対
策
に
お
け
る
今
後
の
自
立
支
援
セ
ン

タ
ー
の
整
備
の
在
り
方
検
討
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
児
童
相
談
体
制
等
の
検
討
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
長
会
公
務
員
制
度
部
会
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
人
事
・
厚
生
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
提
出
予

定
案
件
に
つ
い
て

■ 

税
財
政
部
会
の
概
要
に
つ
い
て

■ 

東
京
都
・
特
別
区
・
東
京
都
医
師
会
連
絡
協
議
会

（
三
者
協
）
関
連
事
業
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
被
災
地
及
び
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
伴
う
職
員
派
遣
に
つ
い
て

■ 

産
業
振
興
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
区
長
会
役
員
改
選
等
の
日
程
に
つ
い
て

■ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
対
応
に

つ
い
て

（
特
別
区
長
会
事
務
局
）

■ 

関
東
市
議
会
議
長
会
総
会
に
係
る
都
県
提
出
議
案
に

つ
い
て

■ 

令
和
3
年
度
国
の
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
要
望
の

措
置
状
況
等
に
つ
い
て

■ 

特
別
区
議
会
議
長
会
の
活
動
概
要
と
次
期
へ
の
申
し

送
り
の
取
扱
い
に
つ
い
て

（
特
別
区
議
会
議
長
会
事
務
局
）

　

3
月
18
日
に
第
１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
主

な
付
議
案
件
の
審
議
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
審
議
結
果
〉

・ 

中
央
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

有
明
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・ 

葛
飾
清
掃
工
場
焼
却
炉
補
修
及
び
そ
の
他
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て�

（
可
決
）

・
専
決
処
分
し
た
事
件
の
報
告
に
つ
い
て

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
議
会
事
務
局
）

3.18

会
長
議

3.16

区
長
会

　

Q
＆
A
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

Q  

ど
ん
な
資
料
が
お
い
て
あ
り
ま
す
か
？

A��　

約
10
万
冊
の
資
料
を
所
蔵
。
主
に
、
特
別
区

（
東
京
23
区
）
の
行
政
資
料
や
地
方
自
治
に
関
す
る

図
書
や
雑
誌
、
東
京
大
都
市
地
域
の
歴
史
的
資
料

を
揃
え
て
い
ま
す
。

　

��　

23
区
の
長
期
計
画
や
事
業
概
要
、
財
政
資
料
な

ど
区
政
全
般
に
わ
た
る
資
料
で
、
網
羅
的
に
調
べ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
��　

東
京
23
区
の
変
遷
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
古
地

図
な
ど
東
京
大
都
市
地
域
に
関
す
る
歴
史
的
資
料

も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

　

��　

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
蔵
書
資
料
の
検
索
が
可
能
で
す
。

Q  

利
用
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で
す
か
？

A��　

予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
ご

利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

��　

現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
開
館
し
て
い
ま
す
。

Q  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
は
ど
う
し
て
い

ま
す
か
？

A��　

東
京
都
が
実
施
す
る
感
染
防
止
徹
底
宣
言
事
業

所
（
図
書
館
）
に
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

��　

3
密
防
止
と
集
団
感
染
防
止
の
た
め
に
閲
覧
席

数
を
減
ら
し
て
い
ま
す
。
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

マ
ス
ク
着
用
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
は
じ
め
に
、

手
指
消
毒
を
し
て
い
た
だ
き
、
検
温
と
閲
覧
席
の

指
定
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
閲
覧
は
1
時
間

以
内
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Q  

資
料
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
す
か
？

A��　

著
作
権
法
に
基
づ
い
た
当
館
の
基
準
の
範
囲
内

で
コ
ピ
ー
が
可
能
で
す
。
1
枚
あ
た
り
白
黒
10
円
、

カ
ラ
ー
30
円
で
す
。

Q  

資
料
の
貸
出
は
で
き
ま
す
か
？

A��　

貸
出
可
能
な
資
料
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
登
録

を
し
て
い
た
だ
き
3
冊
ま
で
2
週
間
の
貸
出
を

行
っ
て
い
ま
す
。

Q  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
あ
り
ま
す
か
？

A��　

特
別
区
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
デ
ジ
タ

ル
古
地
図
や
デ
ジ
タ
ル
書
棚
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

　

��　

デ
ジ
タ
ル
古
地
図
で
は
、
所
蔵
す
る
古
地
図
の

う
ち
、「
東
京
五
拾
区
縮
図
」（
全
50
枚
）、「
東
京

市
拾
五
区
区
分
全
図
」（
全
15
枚
）、「
東
京
府
15
区

8
郡
時
代
の
町
村
区
分
図
」（
全
30
枚
）
な
ど
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

��　

デ
ジ
タ
ル
書
棚
で
は
、
特
別
区
の
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
「
東
京
23
区
の
お
い
た
ち
」、
市

も
特
別
区
も
同
じ
基
礎
的
な
自
治
体
な
の
に
何
が

特
別
な
の
か
を
解
説
し
て
い
る
「
東
京
23
区
の
ふ

し
ぎ
」、
も
う
少
し
専
門
的
な
「
東
京
23
区
の
し
く

み
」「
東
京
23
区
の
わ
く
ぐ
み
」
な
ど
、
当
協
議
会

で
作
成
し
た
資
料
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

��

特
別
区
協
議
会
H
P

�　

�https://w
w
w
.tokyo-23city.or.jp/

Q  

特
別
区
職
員
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
が
買
え
る
と
聞
い
た

の
で
す
が
？

A��　

窓
口
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
区
の
有

償
刊
行
物
の
一
部
を
販
売
し
て
い
ま
す（
販
売
中
の

刊
行
物
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）。

Q  

ど
の
よ
う
に
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

A��　

東
京
区
政
会
館
4
階
で
す
。
J
R
及
び
地
下
鉄

各
線
飯
田
橋
駅
か
ら
徒
歩
で
約
5
分
で
す
。（
地
下

鉄
東
西
線
飯
田
橋
駅
A
5
出
口
か
ら
は
徒
歩
す
ぐ

で
す
。）

　

��　

開
館
情
報
は
、
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
状
況
等
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Q  

簡
単
に
情
報
を
受
け
取
る
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

A��　

当
セ
ン
タ
ー
の
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
当
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
と
く
べ
つ

ク
マ
（
誕
生
日
が
5
月
3
日
、
両
耳
に
「
23
」
の

数
字
が
、
お
な
か
に
は
「
C
i
t
y
」
文
字
を
配

し
た
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ク
マ
）
が
情
報
発
信
中
で
す
。

　

�

ツ
イ
ッ
タ
ー
ア
カ
ウ
ン
ト

　

�

@tokubetsukum
a23

特別区自治情報・交流センターのご案内

令
和
3
年
第
1
回
東
京
二
十
三
区
清
掃

一
部
事
務
組
合
議
会
臨
時
会
の
結
果
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千代田・港・品川・世田谷

所蔵資料のご紹介

特
別
区
自
治
情
報
・
交
流
セ
ン

タ
ー
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
専
門
図
書
館
で
す
。

今
回
は
、
所
蔵
し
て
い
る
23
区
の

行
政
資
料
の
中
か
ら
４
区
の
お
す
す

め
資
料
を
紹
介
し
ま
す
。

千代
田
千
代
田
区
子
育
て
応
援

　
　
　
　
　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

（
令
和
２
年
9
月
発
行

千
代
田
区
立
児
童
・
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
）

千
代
田
区
で
は
、
働
く
保
護
者
に

と
っ
て
不
可
欠
な
保
育
園
や
学
童
ク
ラ

ブ
の
整
備
等
を
毎
年
度
行
い
、
身
近
な

地
域
で
相
談
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に

努
め
る
等
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。本

書
で
は
福
祉
・
教
育
・
保
険
な
ど

の
区
の
子
育
て
に
関
連
す
る
情
報
を
一

覧
化
し
、
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
に
必
要

な
手
続
き
等
が
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
子
育
て
中
の
保
護
者

の
味
方
と
な
る
よ
う
な
一
冊
で
す
。

港　

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る
物
語

（
港
区
政
要
覧
）

　
　
　
　

令
和
２
年
４
月
発
行

本
書
は
、
港
区
で
生
ま
れ
る
未
来
へ

続
く
「
物
語
」
を
フ
レ
ー
ズ
に
、
港
区

の
魅
力
を
詰
め
込
ん
だ
一
冊
で
す
。
区

が
目
指
す
将
来
像
や
地
区
に
つ
い
て

の
紹
介
な
ど
港
区
に
関
す
る
情
報
を

分
か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
港

区
の
長
期
計
画
・
統
計
に
つ
い
て
も
写

真
や
表
等
を
使
用
し
な
が
ら
要
点
を
ま

と
め
て
い
る
た
め
、
目
で
見
て
も
楽
し

め
ま
す
。

品　
川
品
川
区
長
期
基
本
計
画

（
令
和
２
年
4
月
発
行

　
　
　

品
川
区
企
画
部
企
画
調
整
課
）

本
書
で
は
、「
輝
く
笑
顔　

住
み
続

け
た
い
ま
ち　

し
な
が
わ
」
の
さ
ら
な

る
実
現
に
向
け
、
今
後
10
年
間
に
わ
た

る
区
政
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
将
来

に
向
け
た
区
の
方
針
と
取
組
み
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

本
計
画
は
、
令
和
11
年
ま
で
に
想
定

さ
れ
る
課
題
の
解
決
や
そ
の
後
の
品
川

区
の
未
来
を
見
据
え
4
つ
の
視
点
を
踏

ま
え
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取

り
組
む
べ
き
施
策
を
分
か
り
や
す
く
示

す
た
め
「
地
域
」「
人
」「
安
全
」
の
3

つ
の
政
策
分
野
で
構
成
す
る
計
画
体
系

と
な
っ
て
い
ま
す
。

世田
谷
世
田
谷
区
多
文
化
共
生
プ
ラ
ン

（
平
成
31
年
3
月
発
行

　
　

世
田
谷
区
生
活
文
化
部
国
際
課
）

世
田
谷
区
で
は
、
日
本
人
と
外
国
人

が
共
に
生
き
て
い
く
こ
と
を
主
眼
に

「
誰
も
が
共
に
参
画
・
活
躍
で
き
、
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る　

多
文
化
共
生
の
ま
ち　

せ
た
が

や
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
本

書
で
は
こ
の
基
本
理
念
を
基
に
、

2
0
2
3
年
度
ま
で
を
計
画
の
期
間
と

し
、「
地
域
社
会
に
お
け
る
活
躍
の
推

進
」「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
実
現
」「
多
文
化
共
生
の
意
識
づ

く
り
及
び
偏
見
・
差
別
の
解
消
」
を
基

本
方
針
と
し
様
々
な
施
策
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
区
の
行
政
資

料
を
多
数
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
い
た
だ
き
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

数
字
で
見
る　

東
京
23
区

公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
で

は
、
特
別
区
を
紹
介
す
る
新
シ
リ
ー
ズ

第
二
弾
と
し
て
、「
数
字
で
見
る　

東

京
23
区
」
を
発
行
し
ま
し
た
。（
令
和

３
年
２
月
発
行
）

こ
の
冊
子
で
は
、「
昔
」
と
「
今
」

の
東
京
23
区
に
関
係
す
る
数
字
の
比
較

や
、
各
区
の
特
徴
的
な
数
字
を
通
し
て

各
区
の
特
色
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
イ

ラ
ス
ト
等
で
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
く

作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
小
学
生
を
は

じ
め
、
特
別
区
に
つ
い
て
知
り
た
い
と

い
う
方
に
も
広
く
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
公
益
財
団
法
人
特
別
区
協
議
会
事
業
部
）

 

23 区と地方自治の専門図書館       
 

特別区自治情報・交流センター  
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特別区職員研修所からのご案内

6月の研修メニューを紹介します

 児童相談所関連研修「児童福祉司（1〜2年目）」
　　　　　　　（第1回）、（第2回）
対　象：  児童福祉司 1 〜 2 年目の職員、児童心理司、一時保護所職員、その他子ども家庭福祉行政に携わる職

員（心理職を含む）
内　容： 【第 1 回】①多機関連携　②性的虐待　③アセスメントの基礎　④虐待が子どもに与える影響　⑤法的対応
 【第 2 回】 ①通告ケースの初期対応　②子ども、家族との面接　③医学的知識　④社会的養護

日時：6月中旬〜下旬
　　　9：00〜17：00

●ピックアップ研修

研修名 実施時期 申込条件・メインターゲット ( ★ )
専門研修

戸籍（初級）② 6/9（水）、6/10（木）、
6/16（水）、6/17（木） 初めて戸籍事務を担当する職員

広報（編集実務） 6月下旬 区広報紙等の紙面編集を担当する職員
障害者保健福祉 6月中旬 障害者保健福祉関連の職場に初めて配属された職員
保育・子育て② 6/2（水）、6/3（木） 保育・子育て支援に携わる職務経験 1、2 年程度の職員

児童相談所関連研修
児童福祉司スーパーバイザー
研修（前期） 6月上旬〜下旬 児童福祉司としておおむね 5 年以上の職務経験を有する職員

児童家庭福祉 6月下旬 子ども家庭支援センターを含む子ども家庭福祉行政に携わる職員等（心理職
を含む）

ステップアップ研修
思考力・論理構築力向上② 6/3（木） 係長級以下の職員 ★主任の職員
対話によるポジティブ・
アプローチ① 6/10（木）、6/11（金） 係長級以下の職員 ★主任の職員

説明力・交渉力強化② 6/24（木）、6/25（金） 係長級以下の職員 ★ 区民対応などの業務を円滑に行うため、分かりやすい　
説明や交渉力を身につけたい主任以下の職員

クレーム対応② 6/25（金） 係長級以下の職員 ★窓口等で区民対応を行っている主任以下の職員

コミュニケーションスキル
アップ① 6/4（金） 全 職 員

★ 区民や職場の同僚との良好な関係構築に向けた、コミュ
ニケーションスキルを身につけたい採用 2 〜 6 年目程
度の職員

集客力を高めるチラシ・
伝わる資料のつくり方② 6/15（火） 主任以下の職員 ★ 区民向け講座などの企画や募集チラシ作成を担当する主

任以下の職員

悪質クレームの法的対応① 6/2（水） 全 職 員 ★ 日常業務において対応する悪質なクレームについての知
識を深め、法的対応について学びたい係長級の職員

メンタルヘルスマネジメント
① 6/1（火） 係 長 級 の 職 員

★ メンタルヘルスについての正しい知識とメンタルヘルス
不調の予防や早期発見・早期対応方法等のマネジメント
知識を身につけたい係長級の職員

チームリーダーとしての
基礎力向上 6/15（火）、6/29（火） 主任及び係長級

の 職 員

★ タイムマネジメント、危機管理、目標管理、業務改善な
どのマネジメントスキルの基礎を効率よく体系立てて学
びたい係長級の職員

★ 係長昇任前にリーダーとしての必要な知識を学び、自身
の職務遂行能力向上を図りたいと考えている主任の職員

サポート研修

地方公務員法① 6/28（月） 1 級 職 の 職 員 ★ 地方公務員法の基本理念や仕事の法的根拠を意識して職
務を行いたい 1 級職の職員

地方自治法① 6/22（火） 1 級 職 の 職 員
★ 法令・根拠にあたる仕事の進め方を身につけたい、これ

から地方自治法を意識して実務を行っていきたい 1 級
職の職員

◆新型コロナウイルス感染症対策により、研修が中止又は延期になる場合があります。予めご了承ください。
※紙面の都合上、6 月に実施する研修の一部を紹介しています。
※★は、各研修のメインターゲットとなる方についての表記となります。
※ 研修の募集及び申込は各区の研修担当を通じて行います。なお、区の意向により参加できる研修が異なりますので、各研修の申込方法や

申込期限（研修実施日より一ヶ月程度前）については各区研修担当からの案内をご確認ください。
※研修内容の詳細については、特別区職員研修所ホームページ（http://www.tokyo23city.or.jp/kensyujo/index.html）もご覧ください。
	 （特別区職員研修所）

特別区職員向けのページです。
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東京都立大学
オープンユニバーシティ飯田橋キャンパスより
5月開講講座のご案内です！！

＊講座の概要については、東京都立大学オープンユニバーシティパンフレットより引用しております。（特別区協議会事業部）

※特別区職員互助組合員の方は初回のみ、必ずお電話で同組合員である旨と『組合員番号』をお申し出ください。
＜問い合わせ先＞

東京都立大学オープンユニバーシティ　https://www.ou.tmu.ac.jp/web/

Tel.03－3288－1050 （平日　9：00〜17：30）

●パンフレットを無料送付いたします。

● 「福祉コミュニティ」を考える 【講座コード：2111F003】
　－地域共生社会、ジェンダー、多文化共生、高齢者の住まいから－

　1990 年代に新しい時代の新しい福祉概念として構想
された「福祉コミュニティ」は、30 年を経た現在、超
高齢社会にある現代日本にあって、あらためてその役割
が期待されています。何故、いま、「福祉コミュニティ」
なのか。また、その意義は何か。本講座は、地域共生社
会、ジェンダー、多文化共生、高齢者の住まいをとりあげ、
それぞれの視点から考えてみたいと思います。
●「地域共生社会」から福祉コミュニティを考える
●「ジェンダー」から福祉コミュニティを考える
●「多文化共生」から福祉コミュニティを考える
●「高齢者の住まい」から福祉コミュニティを考える

講　師：和田 清美 
 東京都立大学　都市環境学部　都市政策科学科
　　　　教授　　　　　　　　　　　　　　　ほか3名
日　程：5/8〜5/29　土曜日（4回）
時　間：15：15〜16：45
受講料：10,100円
場　所：オンライン形式
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ
ンライン形式》講座となります。

●くらしを支える上下水道 【講座コード：2111G004】

講　師：酒井 宏治
 東京都立大学　都市環境学部　都市基盤環境学科
　　　　准教授
日　程：5/12〜6/2　水曜日（4回）
時　間：16：30〜18：00
受講料：10,100円
場　所：オンライン形式
※ パソコンやタブレット、スマートフォンを通じての《オ
ンライン形式》講座となります。

　私たちが安心して快適に暮らし、生活の質を高めてい
くためには、生活と自然環境の調和を図り、安全で機能
的な社会システムを有する都市空間を持続していく必要
があります。その実現のためには、種々の都市基盤施設
の整備とそれを支える技術が重要です。その中でも、上
下水道は、我々の生活に必須不可欠のものです。本講座
では、それぞれのシステムと処理技術の基礎的な部分に
ついての講義を行います。
●上水道における処理
●上水道システムと水利用
●下水道システム
●下水道における処理と水環境
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東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

（
以
下
「
清
掃
一
組
」
と
い
う
）
で
は
、

清
掃
工
場
の
建
替
え
に
当
た
っ
て
環
境

影
響
評
価
手
続
に
基
づ
く
住
民
説
明
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆ 

環
境
影
響
評
価
制
度
と
は

環
境
影
響
評
価
制
度
（
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
制
度
）
と
は
、
事
業
者
が
大
規

模
な
開
発
事
業
な
ど
を
実
施
す
る
際

に
、
そ
の
事
業
が
環
境
に
与
え
る
影
響

を
予
測
・
評
価
し
、
事
業
実
施
に
よ
る

環
境
へ
の
影
響
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
た
め
の
一
連
の
手
続
の
仕
組
み
を

い
い
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
事
業

の
実
施
段
階
に
お
け
る

環
境
影
響
評
価
制
度
と

し
て
、
昭
和
56
年
10
月

か
ら
、
一
定
規
模
以
上

の
事
業
実
施
に
際
し
、

公
害
の
防
止
、
自
然
環

境
、
歴
史
的
環
境
の
保

全
及
び
景
観
の
保
持
な

ど
に
つ
い
て
適
正
な
配

慮
が
な
さ
れ
る
よ
う

に
、「
東
京
都
環
境
影

響
評
価
条
例
」（
以
下

「
条
例
」
と
い
う
）
に

基
づ
い
た
環
境
影
響
評

価
手
続
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

清
掃
一
組
の
清
掃
工

場
の
建
替
え
は
、
条
例

の
対
象
と
な
る
事
業
の

う
ち
、
廃
棄
物
処
理
施

設
の
設
置
に
該
当
し
ま
す
。

◆ 

環
境
影
響
評
価
手
続

清
掃
工
場
の
建
替
え
に
よ
る
環
境
影

響
評
価
手
続
に
は
、「
事
業
段
階
環
境

影
響
評
価
手
続
」
及
び
「
事
後
調
査
手

続
」
が
あ
り
ま
す
。

事
業
段
階
環
境
影
響
評
価
手
続
は
、

調
査
計
画
書
、
評
価
書
案
、
見
解

書
、
評
価
書
を
作
成
・
提
出
し
、
こ
の

4
段
階
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

事
業
段
階
環
境
影
響
評
価
手
続
の
流

れ
は
、
図
1
の
と
お
り
で
す
。

『
①
調
査
計
画
書
』に
は
、
事
業
実
施

に
よ
る
環
境
影
響
評
価
の
予
測
評
価
項

目
や
調
査
等
の
手
法
を
記
載
し
ま
す
。

条
例
で
は
、
予
測
評
価
項
目
と
し
て

全
部
で
17
項
目
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
事
業
の
実
施
に
よ
り

環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る

項
目
を
選
定
し
、
予
測
・
評
価
を
行

い
、
適
正
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

手
続
を
進
め
ま
す
。

清
掃
工
場
の
建
替
え
で
は
、
大
気
汚

染
、
悪
臭
、
騒
音
・
振
動
、
土
壌
汚

染
、
地
盤
、
水
循
環
、
日
影
、
電
波
障

害
、
景
観
、
自
然
と
の
触
れ
合
い
活
動

の
場
、
廃
棄
物
、
温
室
効
果
ガ
ス
と
い
っ

た
12
項
目
を
主
に
選
定
し
て
い
ま
す
。

『
②
評
価
書
案
』
は
、
事
業
計
画
と

事
業
が
周
囲
の
環
境
に
与
え
る
影
響
及

び
そ
の
評
価
と
環
境
保
全
の
た
め
の
措

置
を
記
載
し
ま
す
。
予
測
評
価
項
目
の

う
ち
、「
大
気
汚
染
」
で
は
、
四
季
の

大
気
汚
染
の
状
況
に
つ
い
て
二
酸
化
窒

素
な
ど
を
測
定
し
、「
水
循
環
」
で
は
、

1
年
間
の
地
下
水
位
の
状
況
に
つ
い
て

測
定
し
ま
す
。「
騒
音
・
振
動
」
や

「
土
壌
汚
染
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、
任

意
の
時
期
に
測
定
及
び
調
査
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
清
掃
工

場
の
建
替
え
が
与
え
る
環
境
へ
の
影
響

を
予
測
・
評
価
し
、
環
境
保
全
の
た
め

の
措
置
を
検
討
し
ま
す
。

『
③
見
解
書
』
は
、
評
価
書
案
に
寄

せ
ら
れ
た
住
民
や
関
係
首
長
か
ら
の
意

見
等
と
、
そ
れ
に
対
す
る
事
業
者
か
ら

の
見
解
を
記
載
し
ま
す
。

『
④
評
価
書
』
は
、
住
民
意
見
、
関

係
首
長
意
見
及
び
東
京
都
知
事
意
見
に

対
す
る
事
業
者
の
見
解
を
示
す
と
と
も

に
、
事
業
計
画
や
予
測
・
評
価
に
環
境

の
保
全
の
観
点
か
ら
必
要
に
応
じ
た
検

討
を
加
え
、
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
も
の

に
な
り
ま
す
。

◆ 

住
民
説
明
会

住
民
説
明
会
は
、
評
価
書
案
を
提
出

し
た
の
ち
に
開
催
し
ま
す
。

条
例
で
は
、
事
業
者
は
評
価
書
案
の

内
容
に
つ
い
て
当
該
対
象
事
業
の
実
施

が
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
予
想
さ
れ

る
地
域
（
以
下
「
関
係
地
域
」
と
い

う
）
の
住
民
に
周
知
す
る
た
め
に
評
価

書
案
を
公
示
の
日
か
ら
30
日
間
、
縦
覧

し
、
縦
覧
期
間
内
に
住
民
説
明
会
を
開

催
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

清
掃
工
場
の
建
替
え
で
は
、
清
掃
工

場
が
立
地
す
る
区
を
は
じ
め
、
関
係
地

域
の
区
・
市
と
協
議
を
行
い
、
開
催
場

所
や
開
催
頻
度
を
決
め
て
い
ま
す
。

◆ 

意
見
等
へ
の
対
応

住
民
説
明
会
で
の
意
見
等
に
つ
い
て

は
、
評
価
書
案
に
関
す
る
こ
と
以
外
に

も
、
新
施
設
に
関
す
る
こ
と
、
清
掃
事

業
に
関
す
る
こ
と
及
び
工
事
に
関
す
る

こ
と
な
ど
様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、
清
掃

事
業
全
般
に
ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
う

丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
評
価
書
案
に
関
す
る
意
見
等

に
つ
い
て
は
、
公
示
の
日
か
ら
45
日
以
内

に
環
境
の
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
書

を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

住
民
及
び
関
係
首
長
か
ら
の
意
見
等

は
、
意
見
書
と
し
て
知
事
に
提
出
さ

清掃工場建替事業の環境影響評価手続
「住民説明会」

図1　事業段階環境影響評価手続
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れ
、
知
事
か
ら
事
業
者
へ
送
付
さ
れ
ま

す
。
事
業
者
は
、
意
見
等
を
取
り
ま
と

め
て
、
前
述
し
た
見
解
書
と
し
て
知
事

へ
提
出
し
、
公
示
・
縦
覧
さ
れ
ま
す
。

◆  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策

北
清
掃
工
場
建
替
事
業
の
住
民
説
明

会
は
令
和
2
年
10
月
に
開
催
し
ま
し

た
。
令
和
元
年
度
末
か
ら
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
伴
い
、

従
来
で
は
、
自
由
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
事
前
申
し
込
み
は
不
要
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
感
染
症
対
策
と
し

て
定
員
制
と
し
、
申
込
方
法
に
つ
い
て

も
、
当
日
自
由
参
加
制
を
事
前
申
込
制

と
し
て
、
開
催
し
ま
し
た
。

定
員
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
同
士
の

間
隔
を
1
m
確
保
し
て
決
め
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
従
来
は
1
0
0
名
程
度
収
容

で
き
た
会
場
も
、
30
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
開
催
回
数
は
、
平
成
30
年
に

開
催
し
た
建
替
事
業
に
関
す
る
住
民
説

明
会
の
参
加
人
数
を
参
考
に
今
回
は
4

回
を
予
定
し
ま
し
た
が
、
定
員
を
大
幅

に
上
回
る
申
し
込
み
が
あ
り
、
3
回
追

加
し
、
計
7
回
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
会
当
日
は
、
入
り
口
で
は
検
温

や
消
毒
な
ど
を
実
施
し
、
感
染
症
対
策

を
行
い
ま
し
た
。

◆ 

環
境
影
響
評
価
の
必
要
性

清
掃
工
場
の
建
替
事
業
に
伴
う
環
境

へ
の
影
響
を
予
測
・
評
価
す
る
こ
と
の

重
要
性
も
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
清
掃

工
場
を
運
営
し
て
い
く
中
で
、
住
民
へ

の
配
慮
を
最
優
先
に
考
え
て
い
る
こ
と

を
理
解
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

清
掃
工
場
の
建
替
事
業
は
、
大
規
模

な
工
事
で
あ
り
、
完
成
後
も
含
め
て
十

分
な
環
境
へ
の
配
慮
が
必
要
な
事
業
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
の
実
施
に
伴
う

環
境
の
悪
化
を
未
然
に
防
ぎ
、
循
環
型

社
会
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合

建
設
部
計
画
推
進
課
）

令
和
3
年
度
の
歳
入
歳
出
予
算
額

は
1
1
0
3
万
6
千
円
で
、
前
年
度

予
算
と
の
比
較
で
は
、1
2
1
万
1
千

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
業
の

手
引
印
刷
費
及
び
許
可
事
務
に
関
す

る
人
材
派
遣
に
係
る
費
用
の
減
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

●
歳
　
入
●

歳
入
は
、
区
か
ら
の
負
担
金

6
9
0
万
円
（
1
区
あ
た
り
30
万

円
）、
繰
越
金
4
1
3
万
4
千
円
等

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

●
歳
　
出
●

　

歳
出
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
総
務
管
理
費
（
4
4
9
万
円
）

　
　

�

清
掃
協
議
会
会
議
等
の
開
催
と

清
掃
協
議
会
事
務
局
の
運
営
に

関
す
る
経
費
で
す
。

②
管
理
執
行
費（

5
7
9
万
1
千
円
）

　
　

�

廃
棄
物
運
搬
請
負
契
約
の
締
結

と
一
般
廃
棄
物
処
理
業
等
の
許

可
に
関
す
る
経
費
で
す
。

③
連
絡
調
整
費
（
25
万
5
千
円
）

　
　

�

雇
上
車
両
に
係
る
架
装
の
調
整

な
ど
の
連
絡
調
整
事
務
等
に
関

す
る
経
費
で
す
。

④
予
備
費
（
50
万
円
）

　
　

�

予
算
外
の
支
出
等
、
不
慮
の
経

費
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
る

経
費
で
す
。

（
東
京
二
十
三
区
清
掃
協
議
会
）

東京二十三区清掃協議会　令和３年度予算のあらまし

評価書案説明会の様子（対策実施） 令和2年10月 建替事業に関する説明会の様子 平成30年5月

令和３年度 東京二十三区清掃協議会 一般会計歳入歳出予算

２年度 12,247 ２年度 12,247３年度 11,036 ３年度 11,036

負担金
6,900

（56.34%）

負担金
6,900

（62.52%）

繰越金
4,134

（37.46%）

繰越金
5,345

（43.64%）

諸収入
2

（0.02%）

予備費
500

（4.08%）

予備費
500

（4.53%）

連絡
調整費
255

（2.31%）

総務管理費
4,490

（40.69%）

管理
執行費
5,791

（52.47%）

連絡
調整費
254

（2.08%）

総務管理費
4,560

（37.23%）

管理
執行費
6,933

（56.61%）

諸収入
2

（0.02%）

歳入 歳出 （単位：千円）
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　　　　　　　　　　　　　　　開 催 成 績 （各回対比）

回別 開催日程 売得金額 利用者数 １日平均 前年度同時期対比（１日平均）
売得金額 利用者数 １人当り購買金額 売得金額 利用者数 １人当り購買金額

17 2/15〜2/19 8,408,319,910円 798,273人 1,681,663,980円 159,655人 10,530円 114.0% 110.7% 103.0%
18 3/8〜3/12 6,983,053,020円 769,313人 1,396,610,600円 153,863人 9,080円 98.3% 112.2% 87.6%

　令和３年度のTCKは「誇りにまみれよ、オトナたち。」

【菜々緒さんと志尊淳さんがイメージキャラクター就任】
　令和３年度のコミュニケーションテーマは「誇りにまみれよ、オトナたち。」としました。こういう時だからこそ「誇りを
持ち、顔を上げ、自分らしく前へ進もう」という想いが込められております。
　また、令和３年度のイメージキャラクターは、菜々緒さん、志尊淳さんの２人が就任します。
　菜々緒さんは、「かっこいい女性」というイメージが確立しており、今年
の「誇り高く生きる」というテーマにピッタリの方です。
　志尊淳さんは、今話題の若手俳優であり、ドラマ・CM・映画など多方
面で活躍されているだけでなく、馬に関わる仕事も多数されており、若年
層にTCKの魅力を広めていただけると期待しています。
　加えて、幅広い方々にTCKをより身近に感じていただけるよう、イメー
ジソングとして、DREAMS�COME�TRUEの「決戦は金曜日」を起用し
ます。
　令和３年度も、TVCM、TV中継、WEB広告などの各種メディアで幅広
く展開し、イメージキャラクターを通じてTCKの魅力を最大限アピールし
ていきます。

【トゥインクルレース35周年！】
　昭和61年（1986年）７月31日に日本初のナイター競馬として大井競馬場で実施された「トゥインクルレース」は、本年、
35周年を迎えます。
　「トゥインクルレース」の開催は、従来の競馬場のイメージを大きく変えるきっかけとなりました。35周年を記念する事業
を展開することで、TCKの魅力を改めて感じていただき、TCK利用者の定着とさらなる拡大を目指していきます。
トゥインクルレース35年の主な出来事
　昭和61年（1986年）７月　日本初のナイター競馬をトゥインクルレースとして10月２日までの25日間開催
　平成元年（1989年）６月　発走ファンファーレ生演奏スタート
　平成13年（2001年）６月　競馬観戦型レストラン「ダイアモンドターン」を４号スタンドに開設
　平成15年（2003年）12月　新スタンド「L－WING」オープン
　平成23年（2011年）８月　�トゥインクルレース25周年アニバーサリー「東京スカパラダイスオーケストラ�TWINKLE�

LIVE」を場内で実施
　平成24年（2012年）７月　７月31日を「トゥインクルレースの日」に設定（日本記念日協会認定）
　平成27年（2015年）11月　新スタンド「G－FRONT」オープン
　平成30年（2018年）８月　的場文男騎手が地方競馬通算最多勝利新記録となる7152勝を達成
　平成30年（2018年）10月　大井競馬場を舞台にしたイルミネーションイベント「東京メガイルミ」オープン
　令和元年（2019年）７月　本馬場の照明設備を一新し、LED照明機器・演出照明設備を活用した新ナイター照明演出をスタート

� （特別区競馬組合開催サービス課）

＜イメージキャラクター＞

トゥインクルレース導入当時の開催風景
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ネットで地方競馬を楽しむなら！ 全国の地方競馬全レースが買える！ライブが見られる！

50円から買える！「トリプル馬単」も発売！

馬券を買うだけでお得なポイントが貯まる！

最短15分でスパッと馬券購入！

No.373　令和3年4月12日発行

6月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

優駿スプリント

帝王賞

東京ダービー

浦和競馬開催 浦和競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

5月の開催予定

競 馬 開 催 日

大　　　　　井

川　　　　　崎

船　　　　　橋

浦　　　　　和

1 2 3 4 5 6 7 8 9
土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

大井記念

浦和競馬開催浦和競馬開催

大井競馬開催

大井競馬開催

大井競馬開催

船橋競馬開催

川崎競馬開催

大井記念（SⅠ）
●5月19日（水）
●2,000m
レース名は、1950年の大井競馬場開設に由来します。南関東古馬のトップクラスが一堂
に集結する重賞で、6月に行われる帝王賞のステップレースとして見逃せない一戦になり
ます。

東京ダービー（SⅠ）
●6月9日（水）
●2,000m

優駿スプリント（SⅡ）
●6月29日（火）
●1,200m

帝王賞（JpnⅠ）
●6月30日（水）
●2,000m

東京大賞典と並び、TCK
重賞で最も長い歴史を誇
る伝統のレースです。羽
田盃に続く南関東3歳ク

ラシック三冠レースの第二関門として、南関東屈指の若駒た
ちがしのぎを削ります。このレースは、日本最多勝利数記録を
持つ、大井の帝王こと的場文男騎手が過去38回の騎乗でいま
だ未勝利に終わっており、悲願の初優勝に期待がかかります。

3歳限定のスプリント重
賞として2011年から新
設。古馬の短距離路線の
充実により、早い段階から

短距離のスペシャリストを目指す若駒たちの新しい目標とな
るレース。若さとスピードあふれる熱い戦いに注目です。

ダート部門の実力馬た
ちが全国各地から集う
上半期のグランプリ
レース。ダートグレード

制となった1997年以降は、JRA所属馬が16勝、地方所
属馬が8勝と、数あるダートJpnⅠの中で最も地方所属馬が
活躍しているレースといえます。

浦和競馬開催


